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布留川をきれいにしよう / 布留川清掃 
 環境市民ネットワーク天理は、2000 年（平成 12年）6
月 20 日、「第 1 回 布留川をきれいにしよう ～川の大そ
うじ クリーン作戦～」を開始し（右写真）、翌年から毎年、
環境月間の６月に天理市街地を流れる布留川で行政・企
業・市民の協働による清掃作業を始めることになった。川
を見れば、その地域の住民・行政の環境意識を推し量るこ
とができるという考え方、すなわち「川は地域を映す心の
鏡」をコンセプトに、川の清掃作業を中心に活動を始める
ことになった。川をきれいにすることによって天理市民の
環境意識の向上を高めることができる、あるいは、結果的
に天理市民の心を更に清らかにできるという考えから、継
続活動として位置づけた。その結果、参加者の「協働」意 
識は高まり、さまざまな企業からの参加も増えてきた。 
 2000 年（第 1回目、上写真）から 2018 年（第 19回目）までに実施した「布留川清掃」の参加者数の年変化
を下図に示す。この図に示したように、2008、2012、2014 年の３回は、布留川の増水と警報の発令によって中
止にした。天理市を含むさまざまな機関や組織、団体、企業などが参加する企画であることから、安全を前提に
実施してきた。ただ、主催団体は最初から「ネットワーク天理」が担当してきたが、「天理市環境連絡協議会」が
発足して以降は、2016 年から現在まで「協議会」が主催・主管となって実施している。「ネットワーク天理」も、
共催団体として継続して実施している。 

 
「布留川清掃」に参加した人数の年変化（2000～2018 年）。 

 
 参加者の中には、会社関係者の家族がまとまって参加することもある。たとえば、2003 年 6月 22日の第 4回
「布留川清掃」からは、シャープ株式会社の社員とその家族が布留川清掃に参加するようになった（次頁写真）。
それは、私たちのホームページを見た大阪本社の環境関係部署の担当者から、社員と家族 40人ほどを参加させた
い旨のメールが届いたことが契機となった。そのため、参加者は一気に増え、前年の２倍ほどまで一気に増えた。
その後も毎年、シャープ社員と家族の人たちは欠かさず参加し、「ネットワーク天理」が実施する「天理環境フォ
ーラム」（後述）など、さまざまな活動にも多くの社員の人たちは参加している。感謝に堪えない思いである。そ
の後は、天理市職員のほか、さまざまな企業や団体関係者も参加する市民挙げてのイベントになった。 

 
第 1回「布留川清掃」（2000 年 6月 20 日）のようす。

布留川南流域で、川の中に入って清掃する子どもたち。 
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第 4回「布留川清掃」に参加した人たち（2003 年 6月 22 日）。   第 7 回「布留川清掃」(2006 年 6月 17 日)。  

   
第 7 回「布留川清掃」(2006 年 6月 17 日)。 第 10 回「布留川清掃」(2009 年 6月 21 日)。 第 12 回「布留川清掃」(2011 年 6月 5日)。       

   

第 16 回「布留川清掃」(2015 年 6月 14 日)。第 19 回「布留川清掃」(2018 年 5月 20 日)。 第 20 回「布留川清掃」(2019 年 5月 19 日)。 

 「布留川清掃」は、市民の協働や環境への意識を高めるだけでなく、生物の生息環境にとっても大きな効果を
もたらした。ゲンジボタル幼虫の餌となるカワニナだけでなく、水質の浄化と安定の機能を果たすマシジミのほ
か、サワガニ、スジエビなど、渓流性の水生生物も増加した（下写真 3枚）。 

   
天理市庁舎近くの布留川南流で確認された巻貝のカワニナと淡水性二枚貝のマシジミ（左）、サワガニ（中）、スジエビ（右）。 

 また、清掃活動に参加人たちが、清掃の傍らで発見したものを記録するため、模造紙に描いた布留川図面に発
見したものを記した（下図および下写真）。とくに、淡水性魚介類や水域で飛び交うトンボ類などの生き物確認
のほか、水中に捨てられた金属類や空き缶、傘、陶磁器類、また水中に浮かぶペットボトルなど、日常生活で使
われ捨てられていた日用品の確認場所も、確認した人たちは模造紙にカラーの丸シールで表示した。 
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左は清掃後に「川の生きもの」や「ごみ」の種類を記録した模造紙の地図（2003 年 6月 22 日）、右は記録のようす（2010 年 6月 20 日）。 

 

 

奈良県広報誌『奈良県スタイルジャーナル』（2019 年８月）に、布留川清掃のようすが 3頁にわたって紹介された。 

 

 
布留川の清掃活動とホタル再生の記事「朝日新聞」（2018 年 5月 10 日付）。 


